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第Ⅴ章 魚道の施工事例 
 
魚道は様々な点に配慮して設計されてきた。ここでは、「魚がのぼりやすい川づく

り推進モデル事業」を中心に、これまでに実施された代表的と考えられる施工事例を

紹介する。 
ここで取りあげた 58 事例には、今後、一層の改善が必要と考えられるものも含まれ

ているが、今までに種々の工夫が検討されてきており、今後の事業展開においても、

個々の河川や施工場所の特性に応じて種々の工夫が必要である。 

 

 

 
 

考え方 魚道の事例

フロート式ゲートによる水位変動への対応 紀の川　紀の川大堰

太田川　高瀬堰

信濃川　妙見堰

スライド式ゲートによる水位変動への対応 長良川　長良川河口堰

フロート式ゲートによる水位変動への対応 木屋川

フロートラジアル式ゲートによる水位変動への対応 矢部川

魚道上流端の角落しによる水位変動への対応 紀の川　大川橋床止魚道

流量調節升による水位変動への対応 長良川　上坂本砂防堰堤

横溢流式魚道による水位変動への対応 揖斐川　長島頭首工

可動式の魚道床板による水位変動への対応 紀の川　紀の川大堰

パワーシュート式魚道ゲートによる魚道水位の安定化 仁田川　目保路ダム

スイングシュート式魚道ゲートによる水位変動への対応 沙流川　二風谷ダム

ラバー式ゲートによる水位変動への対応 長良川　長良川河口堰

形式の異なる魚道の併設による水位変動への対応 最上川　天童豊栄床固魚道

敷高の異なる魚道の併設による低水位への対応 沼田川　小原頭首工

魚道下流における渇水時の遡上経路の確保 多摩川　二ヶ領宿河原堰

小流量の小型魚道 伊豆沼

土砂止め及び排砂口による土砂対策 揖斐川　長島頭首工

排砂口による土砂対策 揖斐川　坂内砂防堰堤

土砂が堆積しにくい形式の魚道 根尾川　根尾川第三床固

フロートフェンスによるゴミ流入対策 長良川　上坂本砂防堰堤

魚道下流端の根入れによる洗掘や河床低下への対応 多摩川　二ヶ領上河原堰

防護柵による魚道の保護 長良川　上坂本砂防堰堤

土砂溜りによる魚道の保護 坂内川　サガド砂防堰堤

傾斜グレーチング蓋による魚道の保護 吉野川　桑瀬砂防堰堤

スイッチバック式による高落差への対応 球磨川　荒瀬ダム

急勾配魚道（急勾配にせざるを得ない場合の設計上の工夫） 吉野川　汗見川砂防堰堤

セットバック式による遡上機能の向上 鈴鹿川

施設下流における副ダムや帯工による遡上機能の向上 多摩川　二ヶ領宿河原堰

魚道下流端の位置による遡上機能の向上 根尾西谷川　根尾西谷砂防堰堤

突出型魚道の形状の工夫による遡上機能の向上 最上川　窪田床止

魚道下流端の設置位置による遡上機能の向上 石狩川　旧花園頭首工魚道

全断面式魚道 荒川　荒川流路工第1号床止

呼び水水路による魚の誘導 九頭竜川　鳴鹿大堰

呼び水水路の工夫 紀の川　紀の川大堰

隔壁の形状による多様な流速場の創出 信濃川　大河津分水路洗堰

隔壁の形状による多様な流速場の創出 多摩川　昭和用水堰

瀬・淵を創出した多自然型魚道 青野川　青野ダム

魚道内に自然石を詰めて底生魚の遡上機能を高める 青野川　青野ダム

粗石付斜路式魚道 筑後川　恵利堰

自然河川の形状に近い魚道 長良川　長良川河口堰

自然河川の形状に近い魚道 荒川　六堰

魚道内に自然石を詰めて底生魚の遡上機能を高める 多摩川　二ヶ領宿河原用水堰

特殊な遡上行動をとる魚への配慮 芦田川　芦田川河口堰

魚以外への配慮 長良川　長良川河口堰

魚以外への配慮 漢那福地川　漢那ダム

魚以外への配慮 和良川　澤田頭首工

遡上した魚を魚道に戻さない 遡上した魚を再び降下させない誘導壁 石狩川　旧花園頭首工

魚を傷つけない 魚道ブロックの形状による魚体への配慮 最上川　天童豊栄床固

自然石及び植栽による景観への配慮 石狩川　大雪頭首工

自然石による景観への配慮 魚野川　蓬沢第2砂防堰堤

擬岩ブロックによる景観への配慮 匹見川

鳥害防止ブロックの設置 長良川　長良川河口堰

魚道隔壁・側壁の高さの調整による鳥害対策 沼田川　亀津頭首工

釣り糸による鳥害（カワウ）対策 吉野川　池田ダム

側壁の形状による釣り人対策 鬼怒川　鎌庭第一床止

水叩きの水深確保による落下衝撃の緩和 多摩川　二ヶ領宿河原堰

全断面式魚道による落下衝撃の緩和 仁淀川　八田堰

鳥害や人害への配慮

降下魚への配慮

景観への配慮

区　分

高い落差への対応

魚の遡上機能を高めるた
めの工夫

遡上力の弱い魚への対応

水位変動への対応

水位変動が大きい場合の対応

転石への対応

フラップゲート（可倒式ゲート）による水位変動への対応

土砂堆積・ゴミ流入や河床低下への対応

魚が魚道の下流端を見つけやす
くする

魚を魚道へ誘導する
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①紀
き

の
の

川大堰
かわおおぜき

 ～フロート式ゲートによる水位変動への対応～ 
 地     域：和歌山県 紀の川 紀の川大堰魚道（人工河川式魚道、延長 597m（右岸）、 

         879m（左岸）、勾配 1/25（右岸）、1/35（左岸）、幅員 2.5～5.0m（右 

         岸）、7.0m（左岸）） 

施 工 時 期：平成 14 年（事業者：国土交通省 近畿地方整備局） 

原理（考え方）：魚道上流端（呑み口）にフロート式のゲートを施工し、上流側水位の変動

に併せて魚道流量を安定させる方式である。 
特徴と留意点：無動力のため管理操作を必要としないが、可動部の劣化を防ぐためのメ

ンテナンスが必要である。 

 
②高瀬堰

たかせぜき

 ～フラップゲート（可倒式ゲート）による水位変動への対応～ 

 地     域：広島県 太田川
おおたがわ

 高瀬堰魚道（階段式魚道、勾配 1/10、幅員 6.0m） 

施 工 時 期：昭和 50 年（事業者：国土交通省 中国地方整備局） 

原理（考え方）：階段式魚道の隔壁を可倒式とし、上流側水位の変動時にも隔壁間の落差を

安定させる方式である。隔壁は下流側に倒れる方式である。 
特徴と留意点：細かい調節が可能であるが、ゲートが下流側に倒れる形式のためゲート

の裏側に遡上魚が滞留しやすい。また、ゲート（隔壁）の形状によって

は剥離した越流が発生しやすいため、遡上に影響が生じる場合がある。

ゲートの角度調節によりプール水深が変化し、遡上機能に変化が生じる

場合があるため、留意が必要である。可動部の劣化を防ぐためのメンテ

ナンスが必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅴ-1 水位変動への対応 

日本の河川は流量変動が大きいため、魚道の設計時には水位変動を踏まえる必要がある。以下

は水位変動に対応させた魚道の施工事例である。 

出典）紀の川魚がのぼりやすい川づくり推進モデル事業 技術レポート 

出典）太田川河川事務所資料
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③妙見堰
みょうけんぜき

 ～フラップゲート（可倒式ゲート）による水位変動への対応～ 

地     域：新潟県 信濃川
しなのがわ

 妙見堰魚道（階段式魚道、延長 160m、勾配 1/16、幅員 

        5m（アユ用）、2m（マス用）） 

施 工 時 期：平成 2年（事業者：国土交通省 北陸地方整備局） 

原理（考え方）：高瀬堰と同様に階段式魚道の隔壁を可倒式とし、上流側水位の変動時にも

流量、落差を安定させる方式である。妙見堰では上流側・下流側のいずれ

にも倒れる方式である。 
特徴と留意点：上流側にも倒れる方式のため剥離した越流が発生しにくく、魚の遡上に

は適切であるが、逆に土砂等が堆積しやすいため、留意が必要である。

また、ゲートの角度調節によりプール水深が変化して流況に変化が生じ

る場合があるため、留意が必要である。 

【参考】 

フラップ式ゲートには、右図のように、上

下流の双方向に 180°起伏する方式もある。

この方式は、施工費用は大きくなるが、魚

の遡上機能や排砂機能を高めることができ

る。 

魚道の隔壁は上流側にも倒れる 
出典）信濃川河川事務所資料

出典）魚道の設計
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④長良川
ながらがわ

河口堰
かこうぜき

 ～スライド式ゲートによる水位変動への対応～ 
 地     域：三重県 長良川 長良川河口堰魚道（階段式魚道、延長約 76m、勾配 1/30、 

         幅員 5m×2） 

施 工 時 期：平成 6年（事業者：水資源機構 中部支社）  

原理（考え方）：隔壁を上下にスライドさせ（動力式）、上流側水位の変動時にも隔壁の越

流水深を 10cm程度に保つ方式である。 
特徴と留意点：落差を正確に調節できるが、可動部を含むため、劣化を防ぐためにメン

テナンスが必要である。また、隔壁と側壁との隙間（ガイド部）に魚が

迷入しないように留意する必要がある。スライド式ゲートの調節により

プール水深が変化して流況に変化が生じる場合があるため、留意が必要

である。 

⑤木屋川
こ や が わ

 ～フロート式ゲートによる水位変動への対応～ 
 地     域：山口県 木屋川（アイスハーバー式魚道）（事業者：山口県） 
原理（考え方）：隔壁の非越流部下流に水位によって自動的に浮き沈みするフロートを取り

付け、上流側水位の変動時にも流量、落差を安定させる方式である。 
特徴と留意点：無動力（浮力を利用する）のため管理操作が必要ないが、可動部を含む

ため、劣化を防ぐためのメンテナンスが必要である。また、フロート式

ゲートの調節によりプール水深が変化して流況に変化が生じる場合があ

るため、留意が必要である。 

出典）言いたい放題 魚道見聞録

出典）魚がのぼりやすい川づくり  魚道事例集 

隔壁スライド用のガイド
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⑥矢
や

部川
べ が わ

 ～フロートラジアル式ゲートによる水位変動への対応～ 
 地     域：福岡県 矢部川（階段式魚道）（事業者：福岡県） 
原理（考え方）：魚道側壁内にフロートを取り付け、上流側の水位変動に応じて隔壁が自動

的に昇降する方式である。 
特徴と留意点：無動力（浮力を利用する）のため、管理操作が必要ないが、可動部を含

むために、時間とともに動作が鈍くなる場合もあるため留意が必要であ

る。また、ゲートの調節によりプール水深が変化して流況に変化が生じ

る場合があるため、留意が必要である。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦大川橋
おおかわばし

床固
とこがため

 ～魚道上流端の角落しによる水位変動への対応～ 
 地     域：和歌山県 紀の川 大川橋床固魚道（階段式魚道、延長約 48.5m、勾配

1/15、幅員 1.0m） 

施 工 時 期：平成 10 年（事業者：国土交通省 近畿地方整備局） 

原理（考え方）：魚道上流端に角落しを取り付け、角材等により魚道に入り込む流量を調節

する方式である。 

特 徴と留意点：施工が容易であり施工事例も多い。角落としによる流量調節は魚道流量

が適切となるように、施工時に敷高を調節する必要がある。また、各落

しの形状によっては越流部に剥離した流れが生じやすいため、留意が必

要である。この点に配慮して本魚道では角落しの天端形状にＲを持たせ

ている。 
 

出典）言いたい放題 魚道見聞録 

魚道上流端の角落し
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⑧上坂本
かみさかもと

砂防
さぼう

堰堤
えんてい

 ～流量調節升による水位変動への対応～ 
 地     域：岐阜県 長良川 上坂本砂防堰堤魚道（階段式魚道、勾配 1/10、幅員

1.0m） 

施 工 時 期：平成 15 年（事業者：岐阜県） 

原理（考え方）：魚道上流端に流量調節升を取り付け、余水吐けから余水を落として魚道内

へ入り込む流量を調節する方式である。この場合は、導水部から写真中央

の角落しを越流して必要流量が流入する。 

特 徴と留意点：施工は容易であるが、遡上した魚が余水吐けから出ないように留意する

必要がある。 

 
⑨長島
ながしま

頭首工
とうしゅこう

 ～横溢流式魚道による水位変動への対応～ 

 地     域：岐阜県 揖斐川
い び が わ

 長島頭首工魚道（横溢流型階段式魚道、延長 34m、勾配

1/10、幅員 1.0m） 

施 工 時 期：平成 8年（事業者：国土交通省 中部地方整備局） 

原理（考え方）：隔壁部以外の魚道側壁の高さを下げ（魚道内の魚は流れに向かって遡上す

るため、側壁を下げても外へ逃げることはない）、余水を逃がす方式の魚

道である。 

特 徴と留意点：呼び水水路や河川側から水が魚道内に流入すると流況が乱れるため、留

意が必要である。 
 

出典）長良川魚がのぼりやすい川づくり推進モデル事業 技術レポート 

出典）魚道事例集 魚がのぼりやすい川づくり

余水吐け
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⑩紀
き

の
の

川大堰
かわおおぜき

 ～可動式の魚道床板による水位変動への対応～ 
 地     域：和歌山県 紀の川 紀の川大堰魚道（階段式魚道、延長 126m（右 

         岸）、155m（左岸）、幅員 1.7m） 

施 工 時 期：平成 14 年（事業者：国土交通省 近畿地方整備局） 

原理（考え方）：魚道の床板を動力によって昇降させ、上流側水位の変動時にも魚道プール

の水深を安定させる方式である。 

特 徴と留意点：精度の高い調節が可能であり、プール水深が一定のために水位変動時に

も魚道機能に変化はないが、施工費用が高く、ランニングコストも必要

とする。また、可動部を含むため維持管理が必要である。 

  

⑪目保呂
め ぼ ろ

ダム ～パワーシュート式魚道ゲートによる水位変動への対応～ 

 地     域：長崎県 仁田川
に た が わ

 目保呂ダム魚道（傾斜隔壁式階段式魚道、パワーシュー

ト部の延長 26.6m、幅員 2.0m） 

事 業 者：長崎県 

原理（考え方）：魚の通る魚道部とその下部のフロートで構成される浮力を応用した可動式

の魚道である（無動力）。フロート室には常に河川水が流入・流出し、上

流端が貯水位付近、下流端が下流河川の水位に連結している。このため、

貯水位の変動に応じてフロート室への流入量が変動し、魚道自体が昇降す

ることで魚道プールの水深を安定させる方式である。 

特 徴と留意点：精度の高い調節が可能であり、プール水深が一定のために水位変動時に

も魚道機能に変化はないが、施工費用が高い。可動部を含むため維持管

理が必要である。また、魚道勾配の変化に伴い水理条件も変化するため、

事前に複数パターンの流況予測が必要である。 
 

出典）紀の川魚がのぼりやすい川づくり 技術レポート

出典）言いたい放題 魚道見聞録 
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⑫二風谷
に ぶ た に

ダム ～スイングシュート式魚道ゲートによる水位変動への対応～ 

地     域：北海道 沙
さ

流川
るがわ

 二風谷ダム魚道（階段式魚道、可動部の延長 59.4m、有

効可動落差 6.9m、幅員 2.0m） 

事 業 者：国土交通省 北海道開発局 

原理（考え方）：原理は目保呂ダムのパワーシュート式魚道と同様であるが動力式であり、

貯水位の変動に応じて魚道自体が昇降することで魚道プールの水深を安定

させる方式である（5.9m までの貯水位の変動に対応できる）。 

特 徴と留意点：精度の高い調節が可能であり、プール水深が一定のため

に水位変動時にも魚道機能に変化はないが、施工費用が

高い。また、可動部を含むため維持管理が必要である。

本魚道の場合は、隔壁が直立して固定されているため、

魚道急傾斜時に剥離した越流が生じる場合がある。  

出典）魚道事例集 魚がのぼりやすい川づくり
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⑬長良川
ながらがわ

河口堰
かこうぜき

 ～ラバー式ゲートによる水位変動への対応～ 
 地     域：三重県 長良川 長良川河口堰魚道（せせらぎ魚道、延長約 320m、勾配

1/80、1/347、1/110、幅員 15m） 

施 工 時 期：平成 6年（事業者：水資源機構 中部支社） 

原理（考え方）：4つの敷高の魚道上流端（出口）を設け、それぞれに大きさの異なるラバ

ー製のゲートが取り付けられている。上流側の水位の上昇に伴い、水位に

応じた高さの魚道上流端（ラバーゲート）が開くように操作されている

（全開、全閉操作）。 

特 徴と留意点：上流側水位の変動に対応できるが（4段階）、上流端を複数設けるため、

施工費用が高くなる。また、ラバーゲートを閉じた際には、遡上する底

生魚がゲートの下側に潜り込む場合があるため、この点に留意する必要

がある。 

 

 
 
 

出典）魚道事例集 魚がのぼりやすい川づくり 

せせらぎ魚道平面図 

出典）長良川河口堰工事誌 ながら 

ラバー式ゲート 

魚道 
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①天童
てんどう

豊栄
とよさか

床固
とこがため

 ～形式の異なる魚道の併設による水位変動への対応～ 

 地     域：山形県 最上川
もがみがわ

 天童豊栄床固魚道（全断面魚道+アイスハーバー式魚道、

延長約 40m、勾配 1/15～1/20、幅員 250m） 

施 工 時 期：平成 11 年（事業者：国土交通省 東北地方整備局） 

原理（考え方）：この魚道は、形式の異なる魚道を組み合わせることにより、水位低下時に

も機能するように工夫されている。この魚道の場合は、コンクリートブロ

ックにより床固全体を魚道化し（全断面魚道）、中央部に水が集まるよう

にしてここにアイスハーバー式魚道を施工し、平水～高水時には全断面魚

道、低水時には中央部のアイスハーバー式魚道が機能する。 

特 徴と留意点：低水時にも魚道機能が確保されるが、中央の魚道に水が集まるため、流

量が多い場合には流況が乱れやすい。また、形式の異なる魚道を組み合

わせる場合は、両者の異なる流れが干渉し合ってそれぞれの長所が相殺

される場合があるため、留意が必要である。 

 

②小原
お は ら

頭首工
とうしゅこう

 ～敷高の異なる魚道の併設による低水位への対応～ 

 地     域：広島県 沼田川
ぬ た が わ

 小原頭首工魚道（アイスハーバー式魚道、勾配 1/10、幅
員 1.0m） 

施 工 時 期：平成 11 年（事業者：広島県） 

原理（考え方）：小原頭首工では、発電取水により水位の日周変動が大きいため（水位がか

なり低下する）、低水位用と高水位用の 2基の魚道を併設して対応させて

いる。 

 特 徴と留意点 ：２つの魚道を中壁により分割しているため、それぞれの流れが緩衝せず、

流れが安定しやすい。 

Ⅴ-2 水位変動が大きい場合の対応 

発電用水の取水等により水位が短期間に大きく変動するような河川では、これに対応できるよ

うに以下のような魚道の施工事例がある。 

出典）沼田川魚がのぼりやすい川づくり推進モデル事業 技術レポート

低水位用魚道 高水位用魚道 

出典）魚道事例集 魚がのぼりやすい川づくり 
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③二ヶ領宿
にかりょうしゅく

河原堰
がわらぜき

 ～魚道下流における渇水時の遡上経路の確保～ 

 地     域：東京都 多摩川
た ま が わ

 二ヶ領宿河原堰魚道（緩勾配水路式魚道 延長 83.3m、 

         勾配 1/20、幅員 3.0m（右岸）5.0m（左岸）＋アイスハーバー式魚道 延長

83.3m、勾配 1/20、幅員 3.0m） 

施 工 時 期：平成 11 年（事業者：国土交通省 関東地方整備局） 

原理（考え方）：魚道下流部の護床工の一部を溝状に低く設定し、渇水時にも魚の遡上経路

が確保できるように配慮されている。 

特 徴と留意点：土砂の堆積による機能低下等に留意する必要がある。 

 

④伊豆
い ず

沼
ぬま

 ～小流量の小型魚道～ 
 地     域：宮城県 伊豆沼 水田魚道（木製魚道（千鳥 X型）、延長 5.55m、勾配 8°、

幅員 0.245m） 

事 業 者：宮城県 

原理（考え方）：伊豆沼では、水田と排水路との連続性を確保するために小流量の小型プー

ルタイプ魚道が施工された。この魚道ではメダカやドジョウの遡上が確認

されており、魚種によっては小型の魚道でも効果がある。 

特 徴と留意点：小型で簡易な魚道であり、大型魚の遡上への配慮は困難である。耐久性

に乏しい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典）京浜河川事務所資料
渇水時の遡上経路として、魚道下流側の護床工の一部が溝状に低く設定されている。 

魚道

出典）ナマズの学校 HP
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①長島
ながしま

頭首工
とうしゅこう

 ～土砂止め及び排砂口による土砂対策～ 

 地     域：岐阜県 揖斐川
い び が わ

 長島頭首工魚道（階段式（溢流型）魚道、延長 34m、勾

配 1/10、幅員 1.0m） 

施 工 時 期：平成 8年（事業者：国土交通省 中部地方整備局） 

原理（考え方）：魚道上流端手前に土砂止めを施工して魚道内への土砂流入を防ぐとともに、

排砂口を施工して機能を高めている。 

特 徴と留意点：魚道本体への土砂流入を軽減できるが、砂防区間等の土砂供給が多い場

合には、こまめな維持管理が必要である。 

 

②坂内
さかうち

砂防
さぼう

堰堤
えんてい

 ～排砂口による土砂対策～ 
 地     域：岐阜県 揖斐川 坂内砂防堰堤魚道（階段式魚道、延長 71m、勾配 1/10、

幅員 1.0m） 

施 工 時 期：平成 8年（事業者：国土交通省 中部地方整備局） 

原理（考え方）：魚道上流端脇に排砂口を施工し、流入した土砂を排砂できるようにしてい

る。 

特 徴と留意点：魚道本体への土砂流入を軽減できるが、砂防区間等の土砂供給が多い場

合には、こまめな維持管理が必要である。 

Ⅴ-3 土砂堆積・ゴミ流入や河床低下への対応 

河川によっては流砂量が多く、魚道に土砂が堆積しやすい、あるいは洗掘等によって河床低下が

生じやすい場合がある。また、魚道にゴミが流入して機能低下が生じる場合もある。以下はこれら

に対応した事例である。 

出典）揖斐川魚がのぼりやすい川づくり 技術レポート

排砂口から排砂している状況 

魚道 

出典）魚道事例集 魚がのぼりやすい川づくり 
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③根
ね

尾川
お が わ

第三
だいさん

床固
とこがため

 ～土砂が堆積しにくい形式の魚道～ 
 地     域：岐阜県 根尾川 根尾川第三床固扇型魚道（扇形スリット付階段式魚道、

延長 9.9m、平均勾配 1/9、幅員 15.0～32.7m） 

施 工 時 期：平成 11 年（事業者：国土交通省 中部地方整備局） 

原理（考え方）：この床固では、自然石を配置した扇型魚道を施工しているが、この魚道形

式は隔壁がないために排砂機能が高く、洪水時の土砂流入によるメンテナ

ンスを必要としない。 

特 徴と留意点：魚道は全面越流のため、上流側水位が低下する場合に十分な越流水深が

確保できないことがあるため、留意が必要である。また、堤体からの越

流が魚道上に落ちて乱流が発生するため、堤体天端の敷高を上げる等の

配慮が必要である。 
 

 
 
 
 

出典）魚道事例集 魚がのぼりやすい川づくり 
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④上坂本
かみさかもと

砂防
さぼ う

堰堤
えんてい

 ～フロートフェンスによるゴミ流入対策～ 
 地     域：岐阜県 長良川 上坂本砂防堰堤魚道（階段式魚道、勾配 1/10、幅員

1.0m） 

事 業 者：岐阜県 

原理（考え方）：流木・ゴミ等が魚道へ流入した場合、魚道が閉塞して魚類の遡上が困難に

なることから、魚道上流端にフロート付きネットフェンスを設置し、流入

を防いでいる。 

特 徴と留意点：フロートにより上流側の水位変動に対応できるが、ネットが目詰まりを

起こすため、維持管理が必要である。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤二ヶ領
にかりょう

上河原堰
かみがわらせき

 ～魚道下流端の根入れによる洗掘や河床低下への対応～ 
 地     域：東京都 多摩川 二ヶ領上河原堰左岸魚道（アイスハーバー式魚道）  

施 工 時 期：平成 7年（事業者：国土交通省 関東地方整備局） 

原理（考え方）：洗掘や河床低下により、魚道の下流端に落差が生じ、遡上の障害になる場

合が多い。このため、魚道を河床へ突き込み、河床低下に対応する方式で

ある。 

特 徴と留意点：河床に突き込む深さは、堰下流の河床変動の状況を参考として設定する

必要がある。 
 
 
 
 
 

出典）長良川魚がのぼりやすい川づくり推進モデル事業 技術レポート 

【参考】 

魚道下流端の洗掘防止には、右図のよう

に、下流端下流の河床に木工沈床や蛇籠を設

置する方法もある。 

アイスハーバー式魚道

側壁

隔壁

出典）言いたい放題 魚道見聞録
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①上坂本
かみさかもと

砂防
さぼ う

堰堤
えんてい

 ～防護柵による魚道の保護～ 
 地     域：岐阜県 長良川 上坂本砂防堰堤魚道（階段式魚道、勾配 1/10、幅員

1.0m） 

施 工 時 期：平成 15 年（事業者：岐阜県） 

原理（考え方）：洪水により岩石が魚道へ衝突した場合、魚道が破損する場合があるため、H

鋼を用いた土石流入防護工を施工し、魚道上流端を保護している（木材で

修景している）。 

特 徴と留意点：目詰まりを起こすため維持管理が必要である。 

 
②サガド砂防堰堤 ～土砂溜りによる魚道の保護～ 

 地     域：岐阜県 坂
さか

内川
うちがわ

 サガド砂防堰堤魚道（階段式魚道、勾配 1/10、幅員

1.0m） 

施 工 時 期：平成 8年（事業者：国土交通省 中部地方整備局） 

原理（考え方）：魚道下流端の上面に土砂溜りを施工し、堤体を越えて落ちてくる土砂・岩

石からの被災を防いでいる。 

特 徴と留意点：堆積した土砂を除く維持管理が必要である。 
 
 
 

 

Ⅴ-4 転石への対応 

河川や場所によっては岩石が多く、洪水時に転石の衝突により魚道の破損が生じる場合がある。

以下はこれらに対応した事例である。 

出典）長良川魚がのぼりやすい川づくり推進モデル事業 技術レポート 

出典）揖斐川魚がのぼりやすい川づくり推進モデル事業 技術レポート

土砂溜り
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③桑瀬
く わ ぜ

堰堤
えんてい

 ～傾斜グレーチング蓋による魚道の保護～ 

 地     域：高知県 吉野川
よしのがわ

 桑瀬砂防堰堤魚道（急勾配階段式魚道（仮称）、延長

59.0m、勾配 1/5、幅員 1.0m） 

施 工 時 期：平成 8年（事業者：国土交通省 四国地方整備局） 

原理（考え方）：魚道本体には、河岸からの転石、枝葉等の流入を防止するため、水路への

採光を阻害しないグレーチング蓋が設置されている。また、転石等を自然

に川側へ排除するために、側壁の高さは川側が低くなるように設計されて

いる。 
特徴と留意点：流木やゴミにより目詰まりを起こしやすく、維持管理が必要である。 

 
 

 
 

 
 
 
 

出典）吉野川魚がのぼりやすい川づくり推進モデル事業 技術レポート 

【参考】 

転石の衝突による魚道の被災を防ぐには、

施工費用は高くなるものの、素材をスチール

として強度を増す手法もある。 

船通し型魚道の底部角材をスチール製とした魚道
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①荒瀬
あ ら せ

ダム ～スイッチバック式による高落差への対応～ 

 地     域：熊本県 球磨川
く ま が わ

 荒瀬ダム魚道（アイスハーバー式魚道、延長 336m、勾配 

         1/15、幅員 2.0m） 

施 工 時 期：平成 11 年（事業者：国土交通省 九州地方整備局） 

原理（考え方）：この魚道はスイッチバック式（折り返し式）のアイスハーバー式魚道であ

る。折り返すことで魚道延長を稼ぎ、堤高 15.8m に対して魚道勾配 1/15 を

確保している。 

特 徴と留意点：折り返し部に土砂等が堆積しやすい。また、折り返し部の流況が乱れや

すいため、折り返し部のプール規模を大きくする等の配慮が必要である。 

 
 

 

Ⅴ-5 高い落差への対応 

魚道は場合によっては高い落差に対応させる必要がある。高い落差に対しては、魚道延長を大き

くして傾斜を小さくする、急勾配でも魚道機能を発揮するように設計上の工夫をする等の事例があ

る。 

出典）魚道事例集 魚がのぼりやすい川づくり
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③汗
あせ

見川
み が わ

砂防
さぼう

堰堤
えんてい

 ～急勾配魚道（急勾配にせざるを得ない場合の設計上の工夫）～ 

 地     域：高知県 吉野川
よしのがわ

 汗見川砂防堰堤魚道（急勾配プールタイプ バーチカル 

         スロット式魚道、総延長 48.0m、勾配 1/5、幅員 1.0m） 

施 工 時 期：平成 8年（事業者：国土交通省 四国地方整備局） 

原理（考え方）：高落差堰堤のため、一般的な魚道勾配である 1/10 より緩い魚道が設置不可

能であったため、急勾配階段式魚道(仮称)(プール型の急勾配用改良型)が

施工された（勾配 1/5）。これは、急勾配でありながら「遡上魚が途中で

随時休息可能」というプールタイプの特性を保持させるために、エネルギ

ーを減勢させるためのプールと休息空間を与えるためのプールとを独立さ

せ、それらが二つ一組で、従来の緩勾配プールタイプ魚道における 1個の

プールの役割を果たす様に工夫されている魚道である。 

特 徴と留意点：魚道を 1/5 という急勾配にせざるを得ない場合に、形状の異なる隔壁を

交互に配置するという工夫がなされた事例である。急勾配の魚道には工

夫を必要とする点が多いため、事前の入念な検討・予測を行うとともに、

事後の魚道評価により適用性や改善点の検討等が必要である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

折り返しプール 中間プール 

エ
ネ
ル
ギ
ー
減
勢
用
プ
ー
ル 

エ
ネ
ル
ギ
ー
減
勢
用
プ
ー
ル 

左図に示すように、形状の異なる隔壁（Aタイ
プ、Bタイプ）を交互に配置し、魚道内のプール
を「エネルギー減勢用」と「休息用」に独立さ

せ、両者一組で従来の緩勾配魚道におけるプー

ルの役割を果たすように設計された。 

出典）四国山地砂防工事事務所資料 
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①鈴鹿川
すずかがわ

  ～セットバック式による遡上機能の向上～ 
 地     域：三重県 鈴鹿川（セットバック式魚道）（事業者：三重県） 
原理（考え方）：セットバック式（引き込み式）魚道は、魚道を堤体上流側に引き込み、堤

体下流への魚の滞留を防ぐものである（突出型の魚道では下流端と堤体と

の間にできる空間に魚が迷入する場合がある）。 

特 徴と留意点：セットバック式魚道は、魚道側面から魚道内へ水が流入しないよう、側

壁を高くする必要があるが、河積阻害とならないよう留意する必要があ

る。 

出典）水辺づくりの会 鈴鹿川のうお座 HP 

 

②二ヶ領宿河原堰
にかりょうしゅくがわらぜき

 ～施設下流における副ダムや帯工による遡上機能の向上～ 
 地     域：東京都 多摩川 二ヶ領宿河原堰魚道（緩勾配水路式魚道 延長 83.3m、 

         勾配 1/20、幅員 3.0m（右岸）5.0m（左岸）＋アイスハーバー式魚道 延長

83.3m、勾配 1/20、幅員 3.0m） 

施 工 時 期：平成 11 年（事業者：国土交通省 関東地方整備局） 

原理（考え方）：考え方はセットバック式とほぼ同様であり、二ヶ領宿河原堰では、魚道下

流端を堰下流の副ダムに擦り付け（副ダムは落差を大きくして魚が遡上で

きないように設計している）、魚が魚道の下流端を見つけやすいようにし

ている。 

特 徴と留意点：副ダムは転石等による磨耗を受けやすいため、構造に留意する必要があ

る。また、小出水時には副ダムからの跳水により遡上に影響が生じる場

合もあるため、留意が必要である。 

Ⅴ-6 魚が魚道の下流端を見つけやすくする 

魚が魚道の下流端を見つけやすいほど、施設下流への滞留がなくなり、より速やかに遡上するこ

とができる。以下はその事例である。 

副ダム 

出典）京浜河川事務所資料 
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③根尾
ね お

西谷
にしたに

砂防
さぼう

堰堤
えんてい

 ～魚道下流端の位置による遡上機能の向上～ 
 地     域：岐阜県 根尾西谷川 根尾西谷砂防堰堤魚道（デニール式魚道、勾配 1/6、

幅員 0.55m） 

事 業 者：国土交通省 中部地方整備局 

原理（考え方）：施設下流に滞留する魚に対し、魚道下流端をみつけやすくするため、魚道

を折り返して下流端を堰軸に擦り付ける、あるいは接近させる方式である。 

特 徴と留意点：この方式は、堤体からの越流や余水吐けからの流れと魚道からの流れが

衝突しないように留意する必要がある。この点に配慮して本魚道では魚

道下流端と堤体間の距離が適切に設計されている。 

 

④窪田
く ぼ た

床止
とこどめ

 ～突出型魚道の形状の工夫による遡上機能の向上～ 
 地     域：山形県 最上川 窪田床止魚道（扇形階段式魚道 勾配 1/8～1/15＋ 

         アイスハイバー式・階段式魚道 延長約 30m、勾配 1/15、幅員 4.5m） 

施 工 時 期：平成 13 年（事業者：国土交通省 東北地方整備局） 

原理（考え方）：魚道を突出型（施設下流側に突き出す形式）とする場合、魚道下流端と堤

体との間に魚が迷入する場合があるが、この扇型魚道では下流端の幅が右

岸から堰軸にまでわたるため、魚が下流端（入り口）をみつけやすい。 

特 徴と留意点：扇型魚道は幅員が広く、上流側の水位低下によって必要な越流水深が確

保できない場合が生じるため、留意が必要である。また、堰体からの越

流が魚道内に流入しないように留意が必要である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

魚道下流端 
出典）越美山系砂防事務所資料 

出典）山形河川国道事務所資料 
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⑤旧花園
きゅうはなぞの

頭首工
とうしゅこう

 ～魚道下流端の設置位置による遡上機能の向上～ 

 地     域：北海道 石狩川
いしかりがわ

 旧花園頭首工魚道（バーチカルスロット式、延長  

         110.5m（折り返し式）、勾配 1/20、幅員 4.0m） 

施 工 時 期：平成 11 年（事業者：国土交通省 北海道開発局） 

原理（考え方）：旧花園頭首工では、堰下流の護床工の敷高を上げて堰下への魚の迷入を防

ぎながら突出型の魚道が施工されているが、この魚道の下流端は、最大流

量時に堰から流下する河川水の飛沫が届かない位置に設置され、乱流によ

る遡上への影響に配慮されている。 

特 徴と留意点 ：突出型魚道の場合は、魚道下流端と堰との間への遡上魚の迷入防止対策、

あるいは魚道下流端へ魚を誘導する必要がある。 

⑥荒川
あらかわ

流路工第１号床固
りゅうろこうだいいちごうとこがため

 ～全断面式魚道～ 
 地     域：山形県 荒川 荒川流路工第１号床固魚道（全段面式魚道） 

事 業 者：国土交通省 北陸地方整備局 

原理（考え方）：洪水や土砂移動等により澪筋が安定しない、あるいは、水位により魚の遡

上経路が変化するような場合、魚道の下流端はできるだけ幅広いほうが良

い。全断面式魚道は横断施設全面が魚道のため、魚の遡上経路が変化した

場合にも対応できる魚道である。 

特 徴と留意点：部分魚道に比べて施工費用が高い。また、可動堰には適用できない。 

 

最大流量時に堰から流下する水の飛沫が届かない距離 
出典）魚道事例集 魚がのぼりやすい川づくり 

出典）飯豊山系砂防事務所資料 

護床工の敷高を上げ

て堰下への魚の迷入

を防いでいる。 
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①鳴鹿
な る か

大堰
おおぜき

 ～呼び水水路による魚の誘導～ 

 地     域：福井県 九頭竜川
くずりゅうがわ

 鳴鹿大堰魚道（人工河川式魚道、階段式魚道 延長 

         187.595～212.766m、勾配 1/20、幅員 3.5m＋デニール式魚道 幅員 1.5m） 

施 工 時 期：平成 11 年（事業者：国土交通省 近畿地方整備局） 

原理（考え方）：呼び水は魚道下流端脇から強い水流を出し、魚が流れに向かう習性を利用

して下流端へ誘導するものである。 

特 徴と留意点：魚道流量に加えて呼び水流量も必要なため、流量に余裕がない場合には

不向きである。なお、河口堰の場合には堰下流が汽水域のために魚は淡

水を求めて遡上することから、強い流れは必要ないとされている。 

 

②紀
き

の
の

川大堰
かわおおぜき

 ～呼び水水路の工夫～ 
 地     域：和歌山県 紀の川 紀の川大堰魚道（呼び水水路） 

施 工 時 期：平成 14 年（事業者：国土交通省 近畿地方整備局） 

原理（考え方）：紀の川大堰では呼び水水路にスイングゲートを取り付け、動力により呼び

水の流向を可変とし、魚の遡上経路の変化に対応できるように工夫されて

いる。 

特 徴と留意点：魚道流量に加えて呼び水流量も必要なため、流量に余裕がない場合には

不向きである。また、高い施工費用及びランニングコストを必要とする。 

Ⅴ-7 魚を魚道へ誘導する 

魚を魚道下流端へ誘導できれば、施設下流への滞留がなくなり、より速やかに遡上することがで

きる。以下はその事例である。 

魚道下流端
呼び水水路からの流れ 

出典）福井河川国道事務所資料

魚道下流端 
呼び水水路

呼び水水路下流端のスイングゲート 

出典）紀の川魚がのぼりやすい川づくり推進モデル事業 技術レポート 
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①大河津
おおこうづ

分水路
ぶんすいろ

洗堰
あらいぜき

 ～隔壁の形状による多様な流速場の創出～ 
 地     域：新潟県 信濃川 大河津分水路洗堰傾斜隔壁階段式魚道（傾斜隔壁式 延 

         長 89.0（左岸）117.2m（右岸）、勾配 1/20、幅員 2.5m） 

施 工 時 期：平成 12 年（事業者：国土交通省 北陸地方整備局） 

原理（考え方）：傾斜隔壁階段式魚道は、階段式魚道の隔壁を片側へ傾け、越流水深に勾配

を創出するものである。隔壁上の越流は、水深に差が生じるために浅くて

流れの緩い部分と深くて流れの速い部分が創出され、遊泳力の弱い魚は流

れの緩い部分を選択して遡上することができる。 

特 徴と留意点：傾斜した隔壁の低い側へ水が集まって流況が乱れる場合がある。また、

流量が多い場合には流況が乱れやすく魚道機能が低下するため、魚道流

量の調節が必要である。 

②昭和
しょうわ

用水堰
ようすいぜき

 ～隔壁の形状による多様な流速場の創出～ 
 地     域：東京都 多摩川 昭和用水堰ハーフコーン式魚道（延長 56.7m、勾配 1/20 

         ～1/10、幅員 7.0m） 

施 工 時 期：平成 11 年（事業者：東京都） 

原理（考え方）：基本的な考え方は傾斜隔壁式とほぼ同様であり、越流を横断方向に傾斜さ

せて流速の緩急をつける方式である。コーン型の隔壁は二本づつ交互に配

置され、二本の隔壁間に静穏域が形成されて魚の休息場として利用される。 

特 徴と留意点：魚道には土砂が堆積しにくい構造であるが、流量が多い場合には流況が

乱れやすく魚道機能が低下するため、魚道流量の調節が必要である。ま

た、魚道幅員が広いために出水時に魚道下流に緩流域が発生し、魚道を

流下した土砂の堆積によって下流端が閉塞する場合があり、また、相対

的に施工費用が高くなる。 

Ⅴ-8 遡上力の弱い魚への対応 

遡上力の弱い底生魚、小型魚及び甲殻類等は強い流れの魚道は遡上できないため、魚道内に流れ

の緩やかな遡上経路を創出することや、休み場及び遡上の足掛かりとなる足場等を設ける必要があ

る。以下はその事例である。 

出典）信濃川河川事務所資料 

傾斜隔壁式階段魚道

出典）魚道事例集 魚がのぼりやすい川づくり

静穏域 
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③青野
あ お の

ダム ～瀬・淵を創出した多自然型魚道～ 
 地     域：兵庫県 青野川 青野ダム多自然型魚道（総延長 728.5m、勾配 1/150～ 

         1/15、幅員 3.0～3.2m） 

施 工 時 期：平成 13 年（事業者：兵庫県） 

原理（考え方）：青野ダム魚道の中流部は、魚道を蛇行させて多自然型とし、魚の休み場と

なるワンドや淵が創出されている。また、自然石の配置により底生魚等の

遡上機能を高めている。本魚道の勾配は 1/40 である。 

特 徴と留意点：急勾配とする場合は減勢機能が低下して魚道の長所が生きないため、魚

道勾配と流量に留意する必要がある。また、魚の遡上経路に剥離した越

流が生じないようにする等、自然石の配置に留意が必要である。 

 

④青野
あおの

ダム ～魚道内に自然石を詰めて底生魚の遡上機能を高める～ 
 地     域：兵庫県 青野川 青野ダム魚道（透水性隔壁式魚道、延長 61m、勾配 1/15、

幅員 3.2m） 

施 工 時 期：平成 13 年（事業者：兵庫県） 

原理（考え方）：青野ダム多自然型魚道の下流部は、透水性隔壁式魚道とされ、遡上力の弱

い底生魚は流れの緩い粗石部を遡上できるように配慮されている。本魚道

の勾配は 1/15 である。 

特 徴と留意点：急勾配とする場合は減勢機能が低下して魚道の長所が生きないため、魚

道勾配と流量に留意する必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 

出典）魚道事例集 魚がのぼりやすい川づくり

出典）魚道事例集 魚がのぼりやすい川づくり

魚道 
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⑤恵利
え り

堰
ぜき

 ～粗石付斜路式魚道～ 

 地     域：福岡県 筑後川
ちくごがわ

 恵利堰粗石付斜路式魚道（延長 150m、勾配 1/40、幅員 

         10m） 

施 工 時 期：平成 4年（事業者：国土交通省 九州地方整備局） 

原理（考え方）：魚道を緩勾配として自然石を配置し、魚道内の流速や水深に変化を持たせ

た魚道である。粗石の下流側は魚の休み場となり、また、魚は遡上力に応

じて遡上経路を選択できる。本魚道の勾配は 1/40～1/30 である。 

特 徴と留意点：急勾配とする場合は減勢機能が低下して魚道の長所が生きないため、魚

道勾配と流量に留意する必要がある。また、魚の遡上経路に剥離した流

れが生じないように、石が剥がれないようにする等の留意が必要である。 

 

 

⑥長良川
ながらがわ

河口堰
かこうぜき

 ～自然河川の形状に近い魚道～ 
 地     域：三重県 長良川 長良川河口堰せせらぎ魚道（延長約 320m、勾配 1/80、 

         1/347、1/110、幅員 15m（内水路幅 3m）） 

施 工 時 期：平成 6年（事業者：水資源機構 中部支社） 

原理（考え方）：魚道の平均勾配を 1/110 と緩くするとともに 10m 間隔に隔壁を設けて減勢

し、さらに玉石等の自然石を配置して自然の小川のような流れが創出され

ている。また、魚道を蛇行させて瀬、淵を交互に配置し、多様な流速及び

水深が創出されている。 

特 徴と留意点：急勾配とする場合は減勢機能が低下して魚道の長所が生きないため、魚

道勾配と流量に留意する必要がある。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）魚道事例集 魚がのぼりやすい川づくり

出典）魚道事例集 魚がのぼりやすい川づくり
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⑦六堰
ろくぜき

 ～自然河川の形状に近い魚道～ 
 地     域：埼玉県 荒川 六堰魚道（緩勾配魚道、延長約 441m、勾配 1/110） 

施 工 時 期：平成 14 年（事業者：国土交通省 関東地方整備局） 

原理（考え方）：長良川河口堰のせせらぎ魚道と同様に勾配を 1/110 とし、流路を蛇行させ、

自然の小川のような流れが創出されている。 

特 徴と留意点：急勾配とする場合は減勢機能が低下して魚道の長所が生きないため、魚

道勾配と流量に留意する必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧二ヶ領宿河原堰
にかりょうしゅくがわらぜき

 ～魚道内に自然石を詰めて底生魚の遡上機能を高める～ 
 地     域：東京都 多摩川 二ヶ領宿河原堰魚道（緩勾配水路式魚道 延長 83.3m、         

勾配 1/20、幅員 3.0m（右岸）5.0m（左岸）） 

施 工 時 期：平成 11 年（事業者：国土交通省 関東地方整備局） 

原理（考え方）：緩い勾配の水路を連続させることで緩流部を連続させ、底生魚の遡上用の

休み場や緩流域を創出するために自然石が配置されている。自然石が流出

すると機能が低下するため、布団籠を用いて流出を防いでいる。本魚道の

勾配は 1/20 である。 

特 徴と留意点：急勾配とする場合は減勢機能が低下して魚道の長所が生きないため、魚

道勾配と流量に留意する必要がある。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）荒川上流河川事務所資料 

出典）京浜河川事務所資料 

 底生魚は主に壁面沿いを遡上するた
め、側壁沿いに大きめの石が配置され

ている。 
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⑨芦田川
あしだがわ

河口堰
かこうぜき

 ～特殊な遡上行動をとる魚への対応～ 
 地     域：広島県 芦田川 芦田川河口堰魚道（シラスウナギ用魚道パイプ） 

事 業 者：国土交通省 中国地方整備局 

原理（考え方）：シラスウナギは魚道の壁面を這い登って遡上することもできるが、堆積し

たゴミの中等を好み、これはウナギの有する走触性（体を物体に触れるこ

とを好む習性）による。芦田川河口堰では、この習性を利用し、塩化ビニ

ール製のパイプに網状のビニール繊維を詰めたシラスウナギ用魚道パイプ

が施工されている。 

特 徴と留意点：目詰まり対策及び維持管理が必要である。 

 

⑩長良川
ながらがわ

河口堰
かこうぜき

 ～魚以外への対応～ 
 地     域：三重県 長良川 長良川河口堰モクズガニロープ（階段式魚道、延長約

76m、勾配 1/30、幅員 5m×2） 

施 工 時 期：平成 6年（事業者：水資源機構 中部支社） 

原理（考え方）：モクズガニは歩いて遡上するために、遡上には足場が必要である。長良川

河口堰では階段式魚道にマニラロープを這わせ、モクズガニ遡上用の足場

としている。 

特 徴と留意点 ：ロープが振動すると遡上できなくなるため、側壁に固定する必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典）福山河川国道事務所資料 

出典）水資源機構 長良川河口堰管理所提供 
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⑪漢那
か ん な

ダム ～魚以外への対応～ 

 地     域：沖縄県 漢那
かんな

福地川
ふくじがわ

 漢那ダム側溝型魚道（粗石付斜路式魚道、最大勾配 

         1/5～1/1.2、幅員 0.2～0.3m） 

施 工 時 期：平成 5年（事業者：内閣府 沖縄総合事務局） 

原理（考え方）：小段ごとに休息場を設け、遡上時の足がかりとなるように底面に自然石が

配置されている。対象とするエビ・カニ類は多くの流量を必要とはしない

ため、水路表面上が常に濡れている程度の流量管理が行われている。 

特 徴と留意点：本魚道は勾配 1/5～1/1.2 と急であるが、対象とするエビ・カニ類は匍匐
ほふ く

して遡上するため、流量を抑えることで魚道機能を発揮させる構造であ

る。このため、流量が多い場合には魚道機能が低下する。 

 

 

 

⑫澤田
さ わ だ

頭首工
とうしゅこう

 ～魚以外への対応～ 

 地     域：岐阜県 和良川
わ ら が わ

 澤田頭首工魚道（オオサンショウウオ用魚道） 

事 業 者：岐阜県 

原理（考え方）：オオサンショウウオは河床を這って移動するため、緩勾配の斜路に自然石

を配置したオオサンショウウオ用魚道が施工されている。 

特 徴と留意点 ：オオサンショウウオは匍匐して遡上するため、多量の流量は必要とせず、

逆に流量を多くする場合には、減勢機能が低下して機能が下がる。 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

オオサンショウウオ用魚道 

出典）魚道事例集 魚がのぼりやすい川づくり 
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旧花園
きゅうはなぞの

頭首工
とうしゅこう

 ～遡上した魚を再び降下させない誘導壁～ 
 地     域：北海道 石狩川 旧花園頭首工魚道（バーチカルスロット式、延長         

110.5m（折り返し式）、勾配 1/20、幅員 4.0m） 

施 工 時 期：平成 11 年（事業者：国土交通省 北海道開発局） 

原理（考え方）：魚道を遡上して上流端を通過した魚が、堰軸付近の流速によって降下しな

いように上流へ向かう誘導壁が施工されている。 

特 徴と留意点：流下断面の減少及び流木等への留意が必要である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天童
てんどう

豊栄
とよさか

床固
とこがため

 ～魚道ブロックの形状による魚体への配慮～ 
 地     域：山形県 最上川 天童豊栄床固魚道（全断面魚道+アイスハーバー式魚道、

延長約 40m、勾配 1/15～1/20、幅員 250m） 

施 工 時 期：平成 11 年（事業者：国土交通省 東北地方整備局） 

原理（考え方）：床固中央部のアイスハーバー式魚道ブロックは、天端の形状に丸みを持た

せて遡上するサケが傷つかないように配慮されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ⅴ-10 魚を傷つけない 

サケ等の大型の遊泳魚では、魚道を遡上中に体が隔壁等に触れ、体や鰭を傷つける場合があるた

め、これに配慮した事例である。 

流れ 

出典）北海道開発局資料

Ⅴ-9 遡上した魚を戻さない 

魚道を遡上して上流端を通過した魚は、横断施設上の流況によって再び下流へ戻る場合がある

が、これを防ぐための事例がある。 

出典）魚道事例集 魚がのぼりやすい川づくり
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①大雪
だいせつ

頭首工
とうしゅこう

 ～自然石及び植栽による景観への配慮～ 
 地     域：北海道 石狩川 大雪頭首工魚道（多自然型魚道、延長 259.22m、勾配

1/220、幅員 1.6～3.2m） 

施 工 時 期：平成 14 年（事業者：国土交通省 北海道開発局） 

原理（考え方）：この魚道は自然石を用いて多自然型とし、ヤナギを植栽している。このヤ

ナギにより周辺景観との調和を図るとともに、温度上昇の緩和（日射によ

る表面温度の上昇を緩和する）に配慮している。 

 特 徴と留意点：自然石を用いる場合は水位変動によって流況が乱れやすく、また、自然

石が洪水等により流出しやすいため、留意が必要である。石の組み方に

よっては魚の遡上経路に剥離した越流が生じる場合があるため、留意が

必要である。 

 
 
②蓬沢
よもぎざわ

第 2
だいに

砂防
さぼ う

堰堤
えんてい

 ～自然石による景観への配慮～ 

 地     域：新潟県 魚野川
うおのがわ

 蓬沢第 2砂防堰堤魚道（全段面粗石付斜路式魚道、延長 

         33.0m、勾配 1/5、幅員 2.5～6.8m） 

施 工 時 期：平成 10 年（事業者：国土交通省 北陸地方整備局） 

原理（考え方）：堰堤が位置する渓流の景観との調和を図るため、自然石を多用した魚道が

施工されている。 

 特 徴と留意点：自然石を用いる場合は水位変動によって流況が乱れやすく、自然石が洪

水等により流出しやすいため、留意が必要である。また、石の組み方に

よっては魚の遡上経路に剥離した越流が生じる場合があるため、留意が

必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅴ-11 景観への配慮 

周辺の河川景観との調和を図るために、景観に配慮された事例がある。 

出典）石狩川魚がのぼりやすい川づくり推進モデル事業 技術レポート

出典）魚道事例集 魚がのぼりやすい川づくり
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③湯舟
ゆふ ね

沢床固工
ざわとこがためこう

 ～擬岩ブロックによる景観への配慮～ 
 地     域：岐阜県 木曽川水系湯舟沢床固工魚道（階段式魚道、延長約 29m、勾配 1/9、

幅員 10m） 

施 工 時 期：平成 11 年（事業者：国土交通省中部地方整備局） 
原理（考え方）：魚道の素材に擬岩ブロック（天然石から起こした型枠を使ったコンクリー

ト製ブロック）を用い、周辺景観との調和が図られている。 

 特 徴と留意点：上流側の水位変動やブロックの形状によっては魚の遡上経路に剥離した

越流が生じたり、流況が乱れる場合があるため、留意が必要である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

①長良川
ながらがわ

河口堰
かこうぜき

 ～鳥害防止ブロックの設置～ 
 地     域：三重県 長良川 長良川河口堰魚道（せせらぎ魚道、延長約 320m、勾配

1/80、1/347、1/110、幅員 15m） 

施 工 時 期：平成 6年（事業者：水資源機構 中部支社） 

原理（考え方）：魚道内にＵ字型の鳥害防止ブロック設け、ブロック下に鳥からの避難場所

が創出されている。 

 特 徴と留意点：ブロックが流出しないように固定する必要がある。 

Ⅴ-12 鳥害や人害への対応 

魚道には魚が集中するため、魚食性の鳥類の餌場となる場合が多く、かなりの食害を受けることが

ある。また、魚道内で人間が魚釣りをする等、人間が魚へ影響を及ぼす場合もある。 

出典）長良川魚がのぼりやすい川づくり推進モデル事業 技術レポート
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②亀津
かめ づ

頭首工
とうしゅこう

 ～魚道隔壁・側壁の高さの調整による鳥害対策～ 
 地     域：広島県 沼田川 亀津頭首工魚道（アイスハーバー式魚道、延長 19.7m、

勾配 1/10、幅員 1.0m） 

施 工 時 期：平成 14 年（事業者：広島県） 

原理（考え方）：魚道側壁及び隔壁の高さ（水面からの距離）が、鳥類による食害を防ぐた

めに 60～75cm とされている。これは、大型のサギ類（ダイサギ、アオサ

ギ）でも、採餌時に嘴が届く範囲が 50cm 程度と考えられているためである。 

 特 徴と留意点：全国的にも珍しい事例であり、今後の効果検討が必要である。 
 
 
 

出典）沼田川魚がのぼりやすい川づくり推進モデル事業 技術レポート

水面からの高さが 60～75cm に設計されている 
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③池田
いけ だ

ダム ～釣り糸による鳥害（カワウ）対策～ 
 地     域：徳島県 吉野川 池田ダム魚道（階段式魚道、延長 164.75m、勾配 1/14.3、

幅員 4.5m） 

事 業 者：水資源機構 関西支社 

原理（考え方）：カワウによる魚道内の魚の食害を防止するため、カワウが隔壁に留まるこ

とができないように、また補食した時に首部分の羽毛が釣り糸に係ること

をカワウが嫌うため、下図のように釣り糸が設置されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 本～2本

(ボックスへの侵入防止対策) 
フロート 

釣糸 
カワウは、水中で魚を追いかけてい

る時に羽毛が当たることを嫌う。 

おもり 

(ダム直下の対策)

「桝」部

分

隔壁部

分

釣り糸

出典）吉野川魚がのぼりやすい川づくり推進モデル事業 技術レポート
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④鎌庭
かまにわ

第一
だいいち

床止
とこどめ

 ～側壁の形状による釣り人対策～ 

 地     域：栃木県 鬼怒川
き ぬ が わ

 鎌庭第一床止魚道（階段式魚道） 

事 業 者：国土交通省関東地方整備局 

原理（考え方）：魚道へ釣り人が入ることを防ぐため、魚道側壁の天端形状を山型とし、人

が立てない構造とされている。 
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①二ヶ領宿河原堰
にかりょうしゅくがわらぜき

 ～水叩きの水深確保による落下衝撃の緩和～ 
 地     域：東京都 多摩川 二ヶ領宿河原堰魚道（緩勾配水路式魚道 延長 83.3m、 

         勾配 1/20、幅員 3.0m（右岸）5.0m（左岸）＋アイスハーバー式魚道 延長

83.3m、勾配 1/20、幅員 3.0m） 

施 工 時 期：平成 11 年（事業者：国土交通省 関東地方整備局） 

原理（考え方）：二ヶ領宿河原堰では、副ダムの設置によって堰下流の水叩きの水深を 30cm

とし、降下魚の落下衝撃（堤体から降下した際に、下流の水叩きや河床に

打ち付けられてダメージを被ること）の緩和が図られている。 

 
 
 

Ⅴ-13 降下魚への対応 

魚道及び横断施設は魚の遡上のみではなく、降下にも配慮する必要がある。 

水深30cmのプール

出典）京浜河川事務所資料

【参考】 

落下衝撃の緩和には、右図

のように施設下流の水叩きや

エプロンを切り下げ、水深を

確保する手法もある。 

出典）魚類のそ上降下環境改善上のワンポイントアドバイス
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②八田堰
は た ぜ き

 ～全断面式魚道による落下衝撃の緩和～ 

 地     域：高知県 仁淀川
によどがわ

 八田堰（緩勾配水路式魚道、延長 62.6m、勾配 1/57.3～ 

         1/20、幅員 239.02m） 

事 業 者：高知県 

原理（考え方）：全断面式魚道は、横断施設全体が勾配を持った魚道のため、降下魚が堤体

から垂直に落下することはないため、落下衝撃は緩和される。 

特 徴と留意点：部分魚道に比べて施工費用が高く、可動堰には適用できない。 

 
 

 
 
 
 
 

出典）魚道事例集 魚がのぼりやすい川づくり




